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学位論文等題目 〈論文〉 現代の「驚異の部屋」 
 〈作品〉 繋がり、本音と建て前、吉原の花器 他14点 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 赤沼 潔 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （大学美術館） 黒川 廣子 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 谷岡 靖則 
（副査）   （）  
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した展開は高く評価できるものである。また、「私にあなたの東京を見せて」での展開は、参加型の作品で自
身の東京の印象と他者の印象を客観的に比較した表現は柔軟性を感じられる内容である。展示的には、アー
カイブ資料を収納した箱を設置し、それぞれの作品の背景やコンセプトについて検索できる仕組みを作った
ことも新しい試みである。特筆することは、いろいろな合金に対する着色効果についてであるが、ヨーロッ
パスタイルの着色法、日本古来の着色法、自身が開発した着色法を組み合わせ、独自の境地を展開し高く評
価された。 
 総合的には、制作の立ち上げも早めに展開しており、時間をかけてじっくりと仕上がってくる内容は魅力
的なものであった。論文については言葉の壁もあり多少遅れ気味であったが、最終的に独自の内容が伝わり
多種の展開をまとめた内容を高く評価し、また、全審査員から博士学位を認める条件を満たしていると判断
された。 
 
 
